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In this paper, it is described about the method for an evaluation of material characteristics m submieron scale, by using
ultramicro hardness tester with triangular pyramidal indenter, which can investigate for extremely small and shallow of
material properties. The indentation tests for three materials (aluminum alloy, phosphor bronze, stainless steel) are carried out,
obtained loading and unloading curve, respectively. From unloading curve, exponential index and finish point of each curve are
derived. As a resell, it turns out that the exponential index of unloading curve was 1.5, although with different materials.
Consequently, calculated Young's moduli using exponential index are approximately consistent with measured Young's modulus,
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1．緒言

宿料の機械的性質を測定する材料試験機の中でも硬さ試

験は簡便・迅速という点で幅広く利用されている。また、最

近の工業製品は、技術の高度化・薄膜化の傾向があり、それ

ら材料の特性評価に対する需要はますます高まっている。押

込み硬さ試験法のうち、三角錐庄子を用いて極狭小城郭の材

料特性を測定する超微小硬さ試験においては、圧手押込み鼠

や除荷塵など蘭極微小豊の測定に信頼性が糾チるた敵軍確

実な硬さ測定値を生ずる原因を定塵的に解明する必要がぁ

る。本研究は、三角錐庄子によるサブミクロンオーダーに至

る押込み硬き試験により、樹料の機械的性質の測定を目的と

している。本報では超微小硬度計を用いて、三角錐圧子によ

る金属の押込み一陣荷武儀を行い、試験結果・デ岬夕処理宅除

荷曲線形状の指数と除荷終了点に関する検討）、それから求

めた橿弾性序数（ヤング率きの検討を待った。

2．実験

2．1．試験機

実験では、試験棟として島津製作所製島津ダイナミック超

微小硬度計（DUH－201）を、また圧子には桂問角1150の修

正ヘルコピソテタイプダイヤモンド三角錐庄子を使用した。

2．2．試験片

試験片としては、アルミ合金（A2017）、ステンレス鋼（SUS

304）、りん青銅（C5210R－1／2H）を用いた。また、測定回数は

各試験片に対し5回ずつである。

3．実験結果と考察

Fig．1に、アルミニウム合金（J王SÅ2017）試験片に対して行

った実験により得られた荷重一変位線副押し込み曲綿）の

例（LN＝10gf＝9．8×10‾2N）を示す。
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